
公益財団法人 福岡県産業・科学技術振興財団 
 

Ⅰ 法人の概要（平成 29 年 4 月 1 日現在） 

1 所 在 地      福岡市早良区百道浜三丁目 8番 33 号 

2 設 立 年 月 日    平成元年 11 月 1 日 

3 代 表 者    理事長  梶山 千里 

4 基 本 財 産    200,000 千円 

5 北九州市の出捐金    2,343 千円（出捐の割合 1.2％） 

6 役 職 員 数     

人    数 
  

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員 14 人 0 人 0 人 14 人 

常 勤 1 人 0 人 0 人 1 人 
 

非常勤 13 人 0 人 0 人 13 人 

職 員 73 人 0 人 0 人 73 人 

     

   

Ⅱ 平成 28 年度事業実績 

公益財団法人福岡県産業・科学技術振興財団（ふくおかＩＳＴ）は、福岡県の産業構造の転換や地域

経済の活性化を目的に､平成元年 11 月 1 日に県の出捐により設立し、県内企業・大学等の基礎研究から

応用研究、実用化研究までを一貫して支援するとともに、これらの研究成果を地域産業に展開すること

によって、その振興を図ってきた。 

≪各事業の概要≫ 

1 産学官連携・研究開発事業 

コーディネーターを活用し企業ニーズと大学や研究機関等の優れた研究シーズのマッチングに積

極的に取組むとともに、国事業等を活用して新技術・新製品に繋がる産学官共同研究プロジェクトを

実施した。 

また、具体的な研究成果の発表会や展示会を通じて、企業の事業化への展開を図った。 

⑴ 産学コーディネートプログラム 

・産学コーディネート会議 5回、プロジェクト研究会 213 回 

・コーディネート活動：競争的資金提案 46 件、採択 25 件 

⑵ ＩＳＴ研究開発ＦＳ事業：4課題 

⑶ 国からの補助（受託）事業：戦略的基盤技術高度化支援事業（九州経済産業局） 

⑷ 成果の活用：ふくおかＩＳＴものづくりセミナーの開催、事業化件数 11 件 

 

2 有機光エレクトロニクス関連事業 

有機光エレクトロニクス研究分野の産業化を図るため、基礎研究を行う九州大学ＯＰＥＲＡとの連

携関係を基に、有機光エレクトロニクス実用化開発センターを平成 25 年 4 月に開設した。 

⑴ 企業との共同・受託研究：28 件 

⑵ 有機光エレクトロニクス産業化研究会：2回開催（参加者数 186 人） 
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3 ロボット・システム開発関連事業（ロボット・システム開発拠点化の推進） 

⑴ 研究開発・製品化支援 

①文部科学省補助事業の実施：地域イノベーション戦略支援プログラム 

②経済産業省補助（委託）事業：戦略的基盤技術高度化支援事業 

⑵ 人材育成 

半導体関連企業の技術人材の育成を目指し、半導体の基本から応用まで企業が必要とする技術に

ついて、公開講座や個別企業向けの出張講座を開催した。 

8 月には、これまでに蓄積してきた教材やノウハウを、半導体を利用したシステムの開発人材の

育成にも展開するため、講座体系を刷新し、名称を「福岡システムＬＳＩカレッジ」から「システ

ム開発技術カレッジ」に改称した。また、システム開発者向けに人工知能関係の公開セミナーを開

催した。 

①システム構築技術講座 （平成 28 年度実績：延べ 425 名受講） 

②システム要素技術講座 （平成 28 年度実績：延べ 482 名受講 

（内、公開セミナー参加者：延べ 263 名受講）） 

③基盤技術講座     （平成 28 年度実績：延べ 468 名受講） 

⑶ ベンチャー育成・支援 

インキュベーション施設の充実、回路設計ラボ等による設計開発支援、開発資金支援を柱にロボ

ット・システム関連ベンチャーの育成に注力した。 

①ロボット・システム開発センターの活用・運営 

・回路設計ラボ利用時間：13,796 時間  

②三次元半導体研究センターの活用・運営 

③社会システム実証センターの活用・運営 

⑷ 交流・連携促進 

国内の企業・支援機関との交流を促進し、福岡の拠点性の発信を行った。 

首都圏で開催される大型展示会へ出展し、事業内容や成果の周知及び他団体との交流・連携促進

を図った。 

 

4 Ｒｕｂｙ・コンテンツ関連事業 

福岡県Ｒｕｂｙ・コンテンツ産業振興センターを中核施設として、日本人が開発した世界一生産性

の高いプログラミング言語Ｒｕｂｙによるソフトウェア産業の育成とゲームをはじめとしたコンテ

ンツ産業の振興の 2つのプロジェクトを強力に推進するとともに、研究開発、人材育成、ベンチャー

育成支援、県内企業の交流・連携など総合的な取り組みを行い、Ｒｕｂｙ関連企業やコンテンツ産業

の集積促進を図った。 
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Ⅲ 平成 28 年度決算

1 貸 借 対 照 表（総括表）

平成 29 年 3 月 31 日現在 

科          目 当年度 前年度 増  減 

Ⅰ 資産の部

1 流 動 資 産 761,478,217 755,014,186 6,464,031

普通預金 351,365,070 320,937,211 30,427,859

未収金 398,180,767 415,613,608 ▲17,432,841

未収利息  0 156,164 ▲156,164

前払金 11,932,380 18,307,203 ▲6,374,823

2 固 定 資 産 2,377,244,524 3,037,006,007 ▲659,761,483

       ⑴ 基 本 財 産 200,000,000 200,000,000 0

有価証券 50,000,000 100,000,000 ▲50,000,000

定期預金 150,000,000 100,000,000 50,000,000

       ⑵ 特 定 資 産 16,586,934 75,705,768 ▲59,118,834

敷金特定預金 16,586,934 15,562,608 1,024,326

出資金（株式） 0 15,000,000 ▲15,000,000

出資金（ファンド） 0 45,143,160 ▲45,143,160

       ⑶ その他の固定資産 2,160,657,590 2,761,300,239 ▲600,642,649

建物 1,068,370,447 1,092,489,185 ▲24,118,738

建物付属設備 681,708,153 762,299,610 ▲80,591,457

構築物 131,176,813 160,448,082 ▲29,271,269

備品 248,555,966 212,747,848 35,808,118

無形固定資産 16,846,210 22,315,513 ▲5,469,303

求償権 14,000,000 14,000,000 0

投資有価証券 1 497,000,001 ▲497,000,000

資 産 合 計 3,138,722,741 3,792,020,193 ▲653,297,452

Ⅱ 負債の部

1 流 動 負 債 678,971,968 434,285,360 244,686,608

未払金 285,690,846 135,235,600 150,455,246

前受金 5,475,461 31,883,346 ▲26,407,885

預り金 7,805,661 7,166,414 639,247

短期借入金 380,000,000 260,000,000 120,000,000

2 固 定 負 債 36,408,934 861,736,344 ▲825,327,410

預り敷金 16,586,934 15,597,834 989,100

求償権償却引当金 14,000,000 14,000,000 0

長期借入金 0 86,508,510 ▲86,508,510

長期未払金 5,822,000 745,630,000 ▲739,808,000

負 債 合 計 715,380,902 1,296,021,704 ▲580,640,802

Ⅲ 正味財産の部

1 指定正味財産 200,000,000 200,000,000 0

（うち基本財産への充当額） (200,000,000) (200,000,000) 0

2 一般正味財産 2,223,341,839 2,295,998,489 ▲72,656,650

正 味 財 産 合 計 2,423,341,839 2,495,998,489 ▲72,656,650

負債及び正味財産合計 3,138,722,741 3,792,020,193 ▲653,297,452
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2 正味財産増減計算書        自 平成 28年 4 月 1 日 

                    至 平成 29年 3 月 31 日 (単位：円)

科   目 当年度 前年度 増 減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部
 1 経常増減の部 

  経常収益 1,506,485,842 1,295,558,056 210,927,786

  経常費用 1,583,104,102 1,593,582,179 ▲10,478,077

評価損益等調整前当期経常増減額 ▲76,618,260 ▲298,024,123 221,405,863

特定資産評価損益等 0 71,706,900 ▲71,706,900

評価損益等計 0 71,706,900 ▲71,706,900

当期経常増減額 ▲76,618,260 ▲226,317,223 149,698,963

 2 経常外増減の部 

経常外収益 3,961,614 2,052,692 1,908,922

経常外費用 4 6,932,984 ▲6,932,980

当期経常外増減額 3,961,610 ▲4,880,292 8,841,902

当期一般正味財産増減額 ▲72,656,650 ▲231,197,515 158,540,865

一般正味財産期首残高 2,295,998,489 2,527,196,004 ▲231,197,515

一般正味財産期末残高 2,223,341,839 2,295,998,489 ▲72,656,650

Ⅱ 指定正味財産増減の部

 基本財産取崩額 0 0 0

 当期指定正味財産増減額 0 0 0

 指定正味財産期首残高 200,000,000 200,000,000 0
00 指定正味財産期末残高 200,000,000 200,000,000 0

Ⅲ 正味財産期末残高 2,423,341,839 2,495,998,489 ▲72,656,650

Ⅳ 平成 29 年度事業計画 

ロボット・システム関連事業に関して、これまでの｢シリコンシーベルト福岡プロジェクト(ＳＳＢプ

ロジェクト)」により培ってきた半導体関連技術に、情報通信技術・ロボット分野等の先進的な技術を融

合し、ロボット・システム関連技術開発及び新分野の製品開発による新産業の創出を目指す。また、産

学官連携・研究開発事業では、産学官連携による研究開発プロジェクトを立ち上げ、実用化を目指した

研究開発を支援することによって、新技術・新製品の創出を図り、地域産業の振興を目指す。 

有機光エレクトロニクス関連事業では、九州大学ＯＰＥＲＡをはじめ、北部九州に立地する 4拠点に

よる広域連携体の組織力を活かし、基礎研究（ＯＰＥＲＡ）から応用研究（ＩＳＩＴ（福岡市））、実用

化開発研究（ｉ3－ＯＰＥＲＡ）や製造装置開発研究（Ｐｈｏｅｎｉｃｓ（熊本県））まで、実用化に向

けた効率的な取り組みを図る。 

Ｒｕｂｙ・コンテンツ関連事業では、福岡県Ｒｕｂｙ・コンテンツ産業振興センターがバックアップ

することで、研究開発、人材育成、ベンチャー育成支援、県内企業の交流・連携など総合的な取組を推

進し、Ｒｕｂｙ関連企業や、コンテンツ産業の集積促進を図る。 
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Ⅴ 平成 29 年度予算

1 収支予算書          自  平成 29 年 4 月 1 日 

至   平成 30 年 3 月 31 日 

(単位：円)   

科   目 公益目的事業会計 その他会計 法人会計 

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1 経常増減の部 

 ⑴ 経常収益 

 基本財産運用益 0 180,000

 事業収益 504,628,000 6,972,000

 受取補助金等 919,782,000 0

 受取負担金 23,900,000 0

 投資有価証券受取利息 0 0

 雑収益 0 0

 他会計等繰入金 0 0

経常収益計 1,448,310,000 7,152,000

 ⑵ 経常費用 

 事業費 1,522,907,000 0

 管理費 0 7,812,000

 他会計等繰出金 

経常費用計 1,522,907,000 7,812,000

評価損益等調整前 ▲74,597,000 ▲660,000

当期経常増減額 ▲74,597,000 ▲660,000

2 経常外増減の部 

 ⑴ 経常外収益 0 0

 ⑵ 経常外費用 0 0

 当期経常外増減額 0 0

 他会計振替額 0 0

当期一般正味財産増減額 ▲74,597,000 ▲660,000
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Ⅵ 役 員 名 簿

 平成 29 年 7 月 1 日現在 

役員の種類 氏   名 所      属 

理 事 長 梶 山 千 里 公立大学法人福岡女子大学理事長兼学長 

専務理事 猿 渡  稔 （公財) 福岡県産業･科学技術振興財団専務理事 

理    事 土 屋 直 知 （株）正興電機製作所代表取締役会長 

〃 川 畑  明 （公財）九州先端科学技術研究所産学官共創推進室長 

〃 松 岡 俊 和 （公財）北九州産業学術推進機構専務理事 

〃 中 川 和 博 （公財）飯塚研究開発機構専務理事 

〃 佐 藤 清 治  

〃 村 上 英 治  

〃 齊 藤  三 （独）中小企業基盤整備機構九州本部長 

〃 小 島 良 俊 福岡県商工部長 

〃 神 谷 昌 秀 福岡県工業技術センター所長 

〃 富 高 紳 夫 北九州市産業経済局企業立地・食ブランド推進担当理事

〃 髙 島  収 福岡市経済観光文化局局長 

監  事 清 水  剛 福岡監査法人代表社員公認会計士 
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